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昨
年
の
残
暑
が
厳
し
い
9
月
上
旬
、
瀬
戸

内
海
に
面
し
た
広
島
県
竹
原
市
を
訪
れ
た
。

市
の
中
心
部
に
は
、「
安
芸
の
小
京
都
」
と

呼
ば
れ
る
風
情
あ
る
街
並
み
が
残
る
。
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
も
指
定
さ
れ

て
お
り
、
竹
原
市
は
歴
史
の
深
い
町
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。

　

同
市
の
沿
岸
部
に
立
地
す
る
竹
原
火
力
発

電
所
は
、
穏
や
か
な
海
を
背
に
稼
働
し
て
い

る
。
こ
の
発
電
所
は
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
（
電

源
開
発
）
が
保
有
し
、
運
転
・
保
守
を
グ

ル
ー
プ
会
社
の
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
ジ
ェ
ネ

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
が
進
む
な
か
で

も
、
石
炭
火
力
発
電
は
電

力
の
安
定
供
給
を
支
え
る

重
要
な
電
源
で
あ
り
続
け

て
い
る
。
多
く
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
を
海
外
に
依
存

す
る
日
本
に
と
っ
て
、
安

定
的
な
燃
料
の
調
達
は
と

り
わ
け
欠
か
せ
な
い
。
石

炭
は
石
油
や
天
然
ガ
ス
に

比
べ
て
価
格
や
国
際
情
勢

の
影
響
を
受
け
に
く
い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

石
炭
火
力
発
電
は
日
本
の

電
力
供
給
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
つ
一
翼
を
担
っ
て

き
た
。

　

一
方
、
地
球
温
暖
化
対

策
の
観
点
か
ら
、
Ｃ
Ｏ
2

排
出
量
の
削
減
は
避
け
て

は
通
れ
な
い
。
そ
の
た

め
、
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
各
国
で
は
、
従

前
の
発
電
効
率
の
向
上
に
加
え
、
Ｃ
Ｏ
2
回

収
・
利
用
・
貯
留
等
の
次
世
代
技
術
の
研
究

も
進
展
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
将
来
的
に
は
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
を
実

質
ゼ
ロ
と
す
る
石
炭
火
力
発
電
の
実
現
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
訪
れ
た
竹
原
火
力
発
電
所
も
、
環
境

に
向
け
た
取
り
組
み
に
注
力
し
て
い
る
火
力

発
電
所
の
一
つ
だ
。
本
記
事
で
は
、
同
発
電

所
の
最
新
鋭
の
発
電
設
備
に
加
え
、
安
定
供

給
を
支
え
る
運
用
の
工
夫
や
地
域
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
、
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
竹
原
火
力
運
営
事
業

所
所
長
の
中
村
郷
平
さ
ん
と
、
所
長
代
理
の

辺
見
幸
一
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。
現
場
の

声
を
通
じ
て
、
石
炭
火
力
発
電
が
果
た
す
役

割
と
、
そ
の
可
能
性
を
探
る
。

安
定
供
給
を
守
る
た
め
の
更
新

　

1
9
6
7
年
、
竹
原
火
力
発
電
所
の
旧
1

号
機
が
運
転
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
74
年

レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
担
う
。
現
在
、
旧

1
・
2
号
機
を
更
新
し
た
新
1
号
機
と
3
号

機
の
2
基
が
稼
働
中
だ
。
中
で
も
、
石
炭
火

力
と
し
て
世
界
最
高
水
準
の
発
電
効
率
と
環

境
保
全
設
備
を
備
え
る
新
1
号
機
が
、
同
発

電
所
の
特
長
だ
。

電源開発
J-POWER

竹
原
火
力
発
電
所
が
支
え
る

電
力
の
安
定
と
進
化

世
界
最
高
水
準
の
石
炭
火
力
の
現
場
か
ら

竹原火力発電所全景。目の前には瀬戸内海の穏やかな海が広がる
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生
み
出
し
て
い
る
。

巨
大
で
緻
密
な
発
電
所
の
内
部

　

で
は
、
発
電
所
全
体
の
様
子
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。
燃
料
の
受
け
入
れ
の
様
子
か
ら

見
て
い
く
。
ま
ず
、
新
1
号
機
の
屋
上
か
ら

構
内
を
見
渡
す
と
、
多
様
な
設
備
が
折
り
重

な
る
よ
う
に
並
び
、
複
雑
で
あ
り
な
が
ら
整

え
ら
れ
た
様
子
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
瀬
戸
内
海
の
多
島
美
を
背
景

に
、
燃
料
と
な
る
石
炭
が
運
び
込
ま
れ
る 

揚
炭
岸
壁
が
目
に
入
る
。
桟
橋
に
は
巨
大
な

グ
ラ
ブ
バ
ケ
ッ
ト
式
ア
ン
ロ
ー
ダ
が
二
基
据

え
付
け
ら
れ
、
石
炭
船
か
ら
の
荷
役
を
担
っ

て
い
る
。
着
岸
す
る
船
の
積
載
量
は
最
大
9

万
ト
ン
。
主
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
な
ど
の
国
々
か
ら
や
っ
て
く
る
。 

受
入
頻
度
は
月
に
3
〜
4
隻
、
多
い
時
に
は

5
隻
程
度
と
な
る
。
グ
ラ
ブ
バ
ケ
ッ
ト
は 

一
度
に
20
立
方
メ
ー
ト
ル
、
約
18
ト
ン
も
の

石
炭
を
持
ち
上
げ
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
へ
と

移
す
。

よ
う
な
形
状
を
し
た
貯
槽
が
四
つ
設
け
ら
れ

て
い
る
。
石
炭
が
上
限
ま
で
貯
め
ら
れ
て
い

る
状
態
で
は
一
見
平
ら
に
見
え
る
が
、
実
際

に
は
、
空
に
な
る
と
10
メ
ー
ト
ル
以
上
の
深

踏
み
入
れ
る
と
、
一
面
に
広
が
る
石
炭
の
黒

色
と
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ

れ
た
。

　

新
1
号
貯
炭
場
に
は
、
巨
大
な
プ
ー
ル
の

に
旧
2
号
機
、
83
年
に
3
号
機
が
完
成
し
、

以
来
お
よ
そ
半
世
紀
に
わ
た
り
、
西
日
本
の

電
力
を
安
定
的
に
支
え
る
基
幹
電
源
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

　

一
方
で
、
旧
1
号
機
お
よ
び
旧
2
号
機

は
、
運
転
開
始
か
ら
40
年
以
上
が
経
過
し
た

こ
ろ
、
今
後
も
電
力
を
供
給
し
続
け
る
た
め

に
、
設
備
の
高
経
年
化
対
策
が
課
題
と
な
っ

て
い
た
。
ま
た
、
発
電
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
2
排
出

量
を
低
減
す
る
観
点
か
ら
も
、
発
電
所
の
高

効
率
化
・
低
炭
素
化
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
を
受
け
、
2
0
1
4
年
に

は
最
新
鋭
の
石
炭
火
力
発
電
設
備
で
あ
る
新

1
号
機
へ
の
リ
プ
レ
ー
ス
工
事
が
開
始
さ
れ

た
。
18
年
に
旧
1
号
機
、
19
年
に
旧
2
号
機

を
廃
止
し
、
20
年
6
月
、
新
1
号
機
は
運
転

を
開
始
し
た
。

　

新
1
号
機
の
発
電
出
力
は
60
万
ｋ
Ｗ
で
、

旧
1
・
2
号
機
の
出
力
を
合
計
し
た
規
模
に

相
当
す
る
。
こ
れ
に
加
え
、
3
号
機
は
70
万

ｋ
Ｗ
の
発
電
能
力
を
持
ち
、
竹
原
火
力
発
電

所
全
体
で
は
合
計
1
3
0
万
ｋ
Ｗ
の
電
力
を

　

そ
の
後
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で
運
ば
れ
た

石
炭
は
貯
炭
場
へ
と
送
ら
れ
る
。
今
回
は
新

1
号
貯
炭
場
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

屋
根
に
覆
わ
れ
た
屋
内
型
の
貯
炭
場
に
足
を

さ
を
持
つ
構
造
だ
と
い
う
。
そ

の
規
模
は
圧
巻
だ
。
内
訳
は
、

容
量
3
万
ト
ン
の
貯
槽
が
二

つ
、
4
万
ト
ン
の
貯
槽
が
二

つ
。
合
わ
せ
る
と
、
最
大
で
約

14
万
ト
ン
の
石
炭
を
貯
蔵
で

き
る
。

　

同
貯
炭
場
は
石
炭
の
払
い
出

し
方
法
が
特
徴
的
で
、
一
般
的

に
は
大
型
機
械
を
使
っ
て
行
わ

れ
る
と
こ
ろ
、
こ
こ
で
は
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
で
穴
か
ら
、
そ
の
下

に
設
置
さ
れ
た
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ア
に
払
い
出
す
。
大
型
の
機
器

を
使
わ
な
い
た
め
比
較
的
設
備

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
に
く
い
と
い

う
の
が
利
点
だ
。

　

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
に
積
ま
れ

た
石
炭
は
、
一
時
貯
留
を
行
う

新 １号機。発電所の仕組み

運ばれてきた石炭を掴むグラブバケット。周りの重機と比較
してもその大きさがよくわかる

四つある貯炭場の一つ。写真はほぼ満杯に石炭が入っている様子
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で
発
生
し
た
高
温
、
高
圧
の
蒸
気
が
タ
ー
ビ

ン
発
電
機
を
駆
動
し
、
電
気
が
生
み
出
さ
れ

る
の
だ
。

世
界
最
高
水
準
の
発
電
効
率
を
達
成

　

次
に
、
竹
原
火
力
発
電
所
の
技
術
的
な
要

と
な
る
、
新
1
号
機
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て

い
く
。
新
1
号
機
の
特
徴
の
一
つ
が
、
世
界

最
高
水
準
の
発
電
効
率
を
誇
る
点
だ
。
そ
の

発
電
効
率
の
高
さ
か
ら
、
よ
り
少
な
い
燃
料

で
の
発
電
が
可
能
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
の
が
、
最
新
鋭

の
技
術
を
集
約
し
た
ボ
イ
ラ
と
タ
ー
ビ
ン

だ
。
特
に
新
1
号
機
の
ボ
イ
ラ
に
は
、
水
を

非
常
に
高
い
圧
力
・
温
度
で
利
用
す
る
こ
と

で
発
電
効
率
を
高
め
る
「
超
々
臨
界
圧
（
Ｕ

Ｓ
Ｃ
）」
と
い
う
技
術
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

石
炭
火
力
発
電
で
は
、
ボ
イ
ラ
で
石
炭
を

燃
焼
さ
せ
て
超
高
温
・
超
高
圧
の
蒸
気
を
生

み
出
し
、
そ
の
蒸
気
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
こ

と
で
電
気
を
つ
く
る
。
新
1
号
機
の
ボ
イ
ラ

は
、
蒸
気
条
件
と
し
て
最
高
使
用
温
度
6
0

3
度
、
最
高
使
用
圧
力
30
・
7
Ｍ
Ｐ
ａ
、
最

大
蒸
発
量
1
6
2
0
ト
ン
毎
時
と
い
う
高
い

性
能
を
備
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
Ｕ
Ｓ
Ｃ
技

術
に
よ
り
、
石
炭
が
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
よ

り
無
駄
な
く
電
気
に
変
換
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。
新
1
号
機
の
発
電
効
率
は
約
48
％

（
低
位
発
熱
量
基
準
）
に
達
し
、
世
界
最
高

水
準
を
実
現
し
た
。
世
界
的
に
見
て
も
最
新

鋭
の
発
電
所
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

ま
た
、
新
1
号
機
は
高
い
運
用
性
能
を
備

え
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
進
む

中
で
、
電
力
需
給
を
調
整
す
る
役
割
も
担
っ

て
い
る
。
太
陽
光
発
電
が
活
発
に
な
る
昼
間

で
も
、
発
電
量
を
柔
軟
に
調
整
で
き
る
た

め
、
電
力
系
統
に
過
度
な
負
荷
を
か
け
る
こ

と
な
く
、
低
出
力
か
ら
高
出
力
ま
で
幅
広
い

範
囲
で
安
定
し
た
運
転
が
可
能
だ
。

排
ガ
ス
中
の
環
境
負
荷
物
質
を 

最
小
限
に
抑
え
る

　

新
1
号
機
の
特
長
は
、
こ
れ
だ
け
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
環
境
性
能
の
高
さ
も
そ
の
特
長

で
あ
る
。
火
力
発
電
と
聞
く
と
、
煙
突
か
ら

多
少
は
煙
が
出
て
い
る
も
の
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
た
。
だ
が
、
実
際
に
同
発
電
所
の
煙
突

を
見
上
げ
る
と
、
ま
る
で
何
も
排
出
し
て
い

な
い
か
の
よ
う
に
排
ガ
ス
は
無
色
透
明
で
あ

っ
た
。
最
新
鋭
の
設
備
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
環
境
に
影
響
を
与
え
る
物
質
の
排
出
を

可
能
な
限
り
抑
え
て
い
る
の
だ
。

　

ガ
ス
が
排
出
さ
れ
る
ま
で
ど
の
よ
う
な
工

程
を
経
て
い
る
の
か
、
一
つ
ず
つ
見
て
い

く
。
①
排
煙
脱
硝
装
置
…
ま
ず
、
石
炭
を
燃

や
し
た
後
の
排
ガ
ス
は
、
排
煙
脱
硝
装
置
へ

送
ら
れ
る
。
排
ガ
ス
は
、
大
気
汚
染
物
質
で

あ
る
窒
素
酸
化
物
を
含
ん
で
い
る
の
だ
が
、

こ
の
装
置
内
で
ア
ン
モ
ニ
ア
と
一
緒
に
さ

バ
ン
カ
に
入
り
、
微
粉
炭
機
で
粉
状
に
粉
砕

さ
れ
た
後
、
微
粉
炭
管
、
バ
ー
ナ
を
通
り
ボ

イ
ラ
内
で
燃
焼
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
ボ
イ
ラ

れ
、
触
媒
を
通
し
て
化
学
反
応
さ

せ
る
こ
と
で
、
無
害
な
窒
素
と
水

に
分
解
す
る
。
②
電
気
集
じ
ん
機

…
次
に
電
気
集
じ
ん
機
で
は
、
高

圧
の
電
気
を
流
し
た
二
つ
の
電
極

の
間
に
排
ガ
ス
を
通
す
。
こ
う
す

る
こ
と
で
、
ば
い
じ
ん
は
、
マ
イ

ナ
ス
の
電
気
を
帯
び
て
プ
ラ
ス
の

電
極
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
、
取
り
除

か
れ
る
。
静
電
気
を
帯
び
た
下
敷

き
に
髪
が
付
着
す
る
の
と
同
じ
仕

組
み
だ
。
③
乾
式
排
煙
脱
硫
装
置

…
最
後
に
、
排
ガ
ス
は
乾
式
排
煙

脱
硫
装
置
へ
送
ら
れ
、
活
性
炭
が

充
填
さ
れ
た
脱
硫
塔
の
中
を
通
過

す
る
。
こ
こ
で
活
性
炭
が
ス
ポ
ン

ジ
の
よ
う
に
硫
黄
酸
化
物
だ
け
を

吸
着
す
る
仕
組
み
だ
。
硫
黄
酸
化

最新鋭の設備を持つ新一号機のタービン

浄化された排ガスを大気へ放出する煙突。写真に写らない
程の無色透明な排ガス
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物
を
吸
着
し
た
活
性
炭
は
再
生
塔
へ
送
ら

れ
、
硫
黄
酸
化
物
を
取
り
除
い
た
う
え
で
、

何
度
も
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
設
備
に
よ
り
、
窒
素
酸

化
物
や
ば
い
じ
ん
、
硫
黄
酸
化
物
を
大
幅
に

低
減
し
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
環
境
性
能
を

実
現
し
て
い
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
混
焼
が
拓
く 

脱
炭
素
へ
の
道

　

同
発
電
所
を
有
す
る
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ

グ
ル
ー
プ
全
体
で
は
、
2
0
5
0
年
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
を
見
据
え
た
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し
て
い
る
。
2
0
2
5
年

に
は
2
0
1
3
年
度
比
で
Ｃ
Ｏ
2
を
9
2
0

万
ト
ン
の
削
減
、
30
年
に
は
46
％
削
減
、
50

年
に
は
実
質
排
出
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
。

　

中
で
も
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成

に
向
け
、
同
社
火
力
発
電
で
は
バ
イ
オ
マ
ス

燃
料
混
焼
の
拡
大
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
竹
原
火
力
発
電
所

の
新
1
号
機
で
も
、
22
年
か
ら
は
木
質
ペ
レ

ッ
ト
を
用
い
た
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
混
焼
が
導

入
さ
れ
た
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
混
焼
と
は
、
石
炭
な
ど

の
化
石
燃
料
に
木
質
ペ
レ
ッ
ト
な
ど
の
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
を
混
ぜ
て
燃
や
す
発
電
方
法

だ
。
石
炭
の
使
用
量
を
抑
え
ら
れ
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
植
物
は
成
長
す
る
過
程
で

Ｃ
Ｏ
2
を
吸
収
し
て
い
る
た
め
、
燃
焼
時
に

Ｃ
Ｏ
2
を
排
出
し
て
も
、
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
2

を
増
や
さ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
石
炭
火
力
で
も
発
電
量
を
維
持
し

な
が
ら
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
。

　

竹
原
火
力
発
電
所
の
新
1
号
機
で
は
、
石

炭
に
加
え
て
木
質
ペ
レ
ッ
ト
な
ど
を
燃
料
と

し
て
使
い
、
混
焼
率
は
平
均
重
量
比
10
％
。

こ
の
割
合
は
、
国
内
の
石
炭
火
力
の
中
で
も

高
い
水
準
に
あ
る
。
そ
し
て
、
木
質
ペ
レ
ッ

ト
の
使
用
量
は
年
間
で
最
大
約
15
万
ト
ン
。

Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
は
石
炭
専
焼
時
に
比
べ
約
8

％
削
減
し
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
、
木
質
ペ

レ
ッ
ト
の
製
造
や
輸
送
時
に
排
出
さ
れ
る
Ｃ

Ｏ
2
も
含
め
た
評
価
に
よ
る
数
値
で
あ
る
。

　

材
料
と
な
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
は
、
国
内
と

海
外
の
双
方
か
ら
調
達
す
る
。
国
内
分
は
、

主
に
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
と
宮
崎
県
森
林
組

合
連
合
会
が
、
共
同
で
出
資
す
る
「
宮
崎
ウ

ッ
ド
ペ
レ
ッ
ト
」
で
製
造
。
製
造
さ
れ
た
ペ

レ
ッ
ト
は
、
海
外
か
ら
の
輸
入
分
も
含
め

て
、
竹
原
市
に
隣
接
す
る
三
原
市
の
港
に
集

め
ら
れ
、
発
電
所
へ
届
け
ら
れ
る
。「
木
質

ペ
レ
ッ
ト
は
、
1
基
あ
た
り
約
20
ト
ン
積
み

の
コ
ン
テ
ナ
で
搬
入
さ
れ
、
1
日
に
30
数
基

分
も
の
量
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
ト

ラ
ッ
ク
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
到
着
し
て
い
ま

す
」（
中
村
所
長
）。

　

搬
入
さ
れ
た
ペ
レ
ッ
ト
は
そ
の
日
の
う
ち

に
使
い
切
ら
れ
、
使
用
量
は
1
日
あ
た
り
約

6
0
0
〜
7
0
0
ト
ン
。
木
質
ペ
レ
ッ
ト
は

運
搬
の
し
や
す
さ
か
ら
製
造
段
階
で
い
っ
た

ん
成
形
さ
れ
る
が
、
発
電
所
で
は
安
定
し
た

燃
焼
を
実
現
す
る
た
め
、
石
炭
と
同
様
に
使

用
前
に
粉
砕
し
た
う
え
で
ボ
イ
ラ
に
投
入
さ

れ
て
い
る
。

混
焼
を
成
立
さ
せ
る
た
め
の
仕
組
み

　

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
混
焼
の
導
入
に
向
け
、

い
く
つ
か
追
加
で
設
置
し
た
設
備
も
あ
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
は
ガ
ス
を
発
生
し
や
す

く
、
条
件
に
よ
っ
て
は
発
熱
や
火
災
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
燃
料
を
一

時
貯
蔵
す
る
バ
ン
カ
に
は
ガ
ス
検
知
器
や
火

花
検
知
器
を
設
置
し
、
異
常
時
に
は
窒
素
封

入
や
散
水
に
よ
っ
て
反
応
を
抑
え
る
仕
組
み

を
整
え
た
。
現
在
ま
で
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は

起
き
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
は
搬
送
時
に
粉
じ

ん
が
発
生
し
や
す
く
、
堆
積
す
る
と
火
災
リ

ス
ク
が
高
ま
る
。
こ
の
た
め
集
じ
ん
装
置
で

常
時
粉
じ
ん
を
吸
引
し
て
い
る
。
回
収
し
た

粉
は
再
成
形
装
置
で
再
び
ペ
レ
ッ
ト
化
し
、

燃
料
と
し
て
再
利
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

中
長
期
的
に
は
新
1
号
機
は
バ
イ
オ
マ
ス
燃

料
混
焼
に
加
え
て
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
二
酸
化
炭
素

回
収
・
貯
留
）
技
術
も
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
プ
ラ
ン
ト
全
体
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
め
ざ
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
現
在
も
稼
働
中
の
3
号
機
は
、
非

効
率
石
炭
火
力
に
分
類
さ
れ
る
た
め
、
2
0

3
0
年
を
め
ど
に
稼
働
を
停
止
す
る
方
針
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
だ
不
確
定
の
こ

と
も
多
い
た
め
30
年
以
降
の
扱
い
に
つ
い
て

は
、
現
在
も
検
討
が
続
い
て
い
る
。
選
択
肢

と
し
て
は
、
運
転
を
終
え
る
「
休
廃
止
」
の

ほ
か
、
電
力
需
給
が
逼
迫
し
た
際
に
の
み
稼

働
す
る
「
予
備
電
源
化
」
が
あ
る
。
予
備
電

源
化
の
場
合
、
通
常
時
は
停
止
し
た
ま
ま
、

木質ペレットをバンカへ投入する様子。構内にはひっきりな
しにトラックが出入りしていた微粉化された木質ペレットが燃焼されている



127 126KOKEN　2026. 2KOKEN　2026. 2

PR

で
撮
影
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
構
内
に
設
置

さ
れ
た
計
器
類
を
撮
影
す
る
と
、
画
像
か
ら

数
値
を
解
析
し
、
異
常
が
あ
れ
ば
メ
ー
ル
で

通
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
サ
ー

モ
カ
メ
ラ
や
超
音
波
カ
メ
ラ
も
搭
載
し
て
お

り
、
肉
眼
で
は
確
認
で
き
な
い
よ
う
な
微
細

な
ガ
ス
漏
洩
な
ど
も
、
温
度
変
化
や
音
か
ら

早
期
に
検
知
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

　

人
が
立
ち
入
る
こ
と
が
難
し
い
場
所
や
、

危
険
を
伴
う
非
常
時
の
現
場
で
も
、
状
況
確

認
が
可
能
で
あ
る
点
も
大
き
な
特
長
だ
。
設

備
保
安
と
安
全
の
両
面
で
、
高
い
有
効
性
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
検
証
の
最
終
段

階
に
入
り
つ
つ
あ
る
と
の
こ
と
。
今
後
は
、

人
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を

分
担
し
な
が
ら
業
務
を
進
め
る
体
制
を
視
野

に
、
本
格
導
入
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い

く
考
え
だ
。

　

実
際
に
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
を
目
に
す
る

と
、
階
段
の
昇
り
降
り
や
方
向
転
換
ま
で
が

驚
く
ほ
ど
滑
ら
か
で
、
生
き
物
の
よ
う
な
印

象
を
受
け
た
。
人
手
不
足
が
課
題
と
な
る

中
、
そ
の
可
能
性
は
大
き
い
。

最
新
鋭
設
備
に
挑
む
現
場

　

発
電
所
所
長
の
中
村
さ
ん
と
、
所
長
代
理

の
辺
見
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

│
│
新
1
号
機
の
運
転
開
始
か
ら
5
年
が
経
ち
ま

し
た
。
振
り
返
っ
て
み
て
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

中
村　

こ
の
5
年
間
で
特
に
大
き
か
っ
た
の

は
、
運
開
か
ら
2
年
後
に
始
め
た
バ
イ
オ
マ

ス
燃
料
混
焼
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
石
炭
火

力
と
し
て
の
発
電
効
率
を
ど
こ
ま
で
高
め
ら

れ
る
か
を
追
求
し
て
き
ま
し
た
。
で
き
る
だ

け
高
温
・
高
圧
の
蒸
気
を
使
い
、
燃
料
使
用

量
を
減
ら
す
。
そ
う
し
た
0
・
1
％
単
位
の

効
率
改
善
努
力
を
積
み
重
ね
て
き
た
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
高
効
率
化
は
今
も
重
要
な
取

り
組
み
で
す
。
た
だ
、
Ｃ
Ｏ
2
の
削
減
と
い

う
観
点
で
は
、
効
率
を
い
く
ら
高
め
て
も
、

石
炭
を
使
う
以
上
、
排
出
を
ゼ
ロ
に
は
で
き

ま
せ
ん
。
2
0
1
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら

は
、
よ
り
直
接
的
に
Ｃ
Ｏ
2
自
体
を
減
ら
す

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
高
効
率
化
を
極
め
る
だ

け
で
な
く
、
Ｃ
Ｏ
2
を
ど
う
下
げ
て
い
く
の

か
、
と
い
う
段
階
に
入
り
ま
す
。
バ
イ
オ
マ

ス
燃
料
を
混
ぜ
て
燃
や
す
取
り
組
み
も
、
そ

の
流
れ
の
一
つ
で
す
ね
。
2
0
5
0
年
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
考
え
る
と
、
決

し
て
早
す
ぎ
る
選
択
で
は
な
く
、
む
し
ろ
必

要
な
一
歩
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
最
新
鋭
の
設
備
と
い
う
こ
と
で
、
運
転
や
保

守
は
や
は
り
難
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

中
村　

石
炭
火
力
は
ガ
ス
火
力
に
比
べ
る
と

設
備
の
数
が
と
て
も
多
く
て
、
構
造
も
か
な

り
複
雑
で
す
。
そ
の
分
、
保
守
や
点
検
に
は

ど
う
し
て
も
手
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
部
分

も
あ
り
ま
す
。

　

石
炭
や
活
性
炭
と
い
っ
た
固
体
を
扱
う
設

備
も
多
く
、
構
内
に
は
コ
ン
ベ
ア
な
ど
が
張

り
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
を
機
械
任

せ
に
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
人
が
状
態
を

見
な
が
ら
調
整
す
る
場
面
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。　

│
│
や
は
り
最
先
端
な
ら
で
は
の
苦
労
も
あ
る
の

で
す
ね
。

中
村　

発
電
効
率
を
高
め
る
た
め
に
高
温
・

高
圧
で
運
転
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
設

備
保
安
と
い
う
点
で
は
厳
し
い
条
件
に
な
り

ま
す
。
材
料
が
長
い
時
間
を
か
け
て
劣
化
し

て
い
く
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
常
に
状
態
を

確
認
し
な
が
ら
運
転
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

が
、
こ
の
設
備
を
扱
う
難
し
さ
で
も
あ
り

ま
す
。

「
混
焼
率
20
％
の
実
力
は
あ
る
」

│
│
今
後
、
石
炭
火
力
発
電
を
取
り
巻
く
環
境
は

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

中
村　

こ
れ
は
ど
う
い
う
時
間
軸
で
見
て
い

必
要
に
応
じ
て
緊
急
的
に
立
ち
上
げ
る
ユ
ニ

ッ
ト
と
し
て
残
す
こ
と
に
な
る
。

　
「
国
の
制
度
設
計
の
議
論
や
、
中
国
地
方

の
電
力
需
給
の
見
通
し
、
日
本
全
体
で
の
将

来
的
な
需
要
増
加
の
可
能
性
な
ど
見
通
し
が

き
か
な
い
部
分
も
多
く
、
今
後
、
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
2
0
3
0
年
以
降

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
」

（
中
村
所
長
）。

安
全
を
支
え
る
新
た
な
か
た
ち 

│
四
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト「
Ｓ
ｐ
ｏ
ｔ
」

　

同
発
電
所
の
最
先
端
の
取
り
組
み
は
、
保

守
・
点
検
の
業
務
に
も
及
ぶ
。
そ
れ
が
、
構

内
を
巡
視
す
る
四
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｓ
ｐ

ｏ
ｔ
」
の
活
用
だ
。
現
在
は
実
証
段
階
で
、

本
格
的
な
導
入
を
め
ざ
し
検
証
を
進
め
て

い
る
。

　

Ｓ
ｐ
ｏ
ｔ
は
構
内
を
自
律
的
に
巡
回
で
き

る
こ
と
が
特
徴
で
、
あ
ら
か
じ
め
巡
視
ル
ー

ト
と
し
て
位
置
情
報
や
進
行
方
向
、
点
検
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
記
録
し
、
点
検
ポ
イ
ン
ト
ご

と
に
点
検
内
容
を
設
定
す
る
。
記
録
さ
れ
た

ル
ー
ト
は
デ
ー
タ
と
し
て
保
存
さ
れ
、
運
転

員
が
パ
ソ
コ
ン
か
ら
指
示
を
出
す
こ
と
で
、

ロ
ボ
ッ
ト
は
指
定
さ
れ
た
ル
ー
ト
を
自
律
的

に
巡
回
す
る
。

　

巡
回
中
は
、
単
に
現
場
の
様
子
を
カ
メ
ラ

所長の中村郷平さん 四足歩行ロボット「Spot」。スムーズに階段を昇降する
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く
か
で
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
話
だ
と
思
い

ま
す
。
実
際
、
世
界
全
体
で
見
る
と
、
石
炭

の
使
用
量
は
今
も
増
え
て
い
ま
す
し
、
地
政

学
的
な
懸
念
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
の

中
で
、
比
較
的
安
価
な
石
炭
が
使
わ
れ
続
け

て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か

ら
、
石
炭
が
す
ぐ
に
大
き
く
減
っ
て
い
く
か

と
い
う
と
、
そ
こ
は
正
直
、
ま
だ
見
通
せ
な

い
部
分
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
先
進
国
で
は
2
0
5
0
年
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が
国
際
的
な
約
束

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
目
標
と
し
て
外

す
べ
き
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

こ
に
至
る
道
筋
が
、
毎
年
き
れ
い
な
直
線
で

下
が
っ
て
い
く
か
と
い
う
と
、
現
実
は
も
う

少
し
複
雑
で
す
。
技
術
が
い
つ
成
熟
す
る

か
、
経
済
的
に
成
り
立
つ
か
と
い
っ
た
要
素

に
も
左
右
さ
れ
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
目
標
は
高
く
掲
げ
つ
つ

も
、
そ
こ
に
向
か
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
幅
が

あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

世
界
的
に
も
、
理
想
と
現
実
の
間
で
模
索
が

続
い
て
い
る
、
そ
ん
な
段
階
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

│
│
そ
の
一
環
と
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
混
焼
が

あ
り
ま
す
が
、
運
転
で
苦
労
し
た
点
は
あ
り
ま

す
か
？

中
村　

特
に
夏
場
は
気
温
が
高
く
、
条
件
に

よ
っ
て
は
混
焼
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
バ
イ
オ
マ
ス
は
石
炭
に
比
べ
て
性

状
が
異
な
る
た
め
、
排
ガ
ス
温
度
が
上
が
り

や
す
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

た
だ
、
運
転
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、

そ
の
問
題
も
徐
々
に
解
消
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
の
夏
以
降
は
、
温
度
条
件
で
混
焼
で
き

な
い
ケ
ー
ス
は
ほ
ぼ
な
く
な
り
、
今
で
は
気

象
条
件
に
左
右
さ
れ
に
く
く
、
安
定
し
て
運

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

│
│
今
後
、
混
焼
率
は
上
が
っ
て
い
く
の
で
し
ょ

う
か
？

中
村　

今
は
平
均
で
重
量
比
10
％
で
す
が
、

時
間
帯
に
よ
っ
て
は
20
％
を
超
え
る
割
合
で

燃
や
せ
て
い
る
場
面
も
あ
る
の
で
、
そ
の
程

度
の
実
力
は
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
当
初
想
定
し
た
以
上
の
割
合
で
す
。

暮
ら
し
の
そ
ば
に
あ
る
発
電
所
と
し
て

│
│
次
に
地
域
の
方
々
と
の
関
係
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。
同
社
の
火
力
発
電
所
の
中
で
も
、

非
常
に
民
家
に
近
い
立
地
だ
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

騒
音
や
排
出
ガ
ス
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
点
に

配
慮
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

辺
見　

騒
音
や
振
動
、
夜
間
の
照
明
に
つ
い

て
、
近
隣
の
方
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ

と
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
古
く
か
ら
お
住
ま

い
の
方
々
か
ら
大
き
な
問
題
に
な
る
こ
と
は

少
な
く
、
気
に
な
る
点
が
あ
れ
ば
個
別
に
確

認
し
、
対
応
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

排
出
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
脱
硫
・
脱
硝
設

備
に
よ
り
規
制
値
を
大
き
く
下
回
る
レ
ベ
ル

で
管
理
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
公
害
と
呼
ば

れ
る
よ
う
な
問
題
が
生
じ
た
こ
と
は
あ
り 

ま
せ
ん
。
長
年
の
運
転
実
績
を
通
じ
て
、
地

域
の
理
解
を
得
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

│
│
地
域
共
生
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

辺
見　

日
常
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
工

事
の
際
に
は
騒
音
な
ど
へ
の
配
慮
か
ら
、
事

前
に
自
治
会
長
を
通
じ
て
地
域
の
方
々
へ
お

知
ら
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の

夏
祭
り
に
は
当
社
の
職
員
が
設
営
を
手
伝
う

な
ど
、
日
頃
か
ら
顔
の
見
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
地
域
共
生
の
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
年
に
一
度
「
発
電
所
開
放
デ
ー
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
催
し
は
1
9
9

4
年
か
ら
続
い
て
い
て
、
毎
年
多
く
の
地
元

の
方
に
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
普
段

は
入
る
こ
と
の
な
い
発
電
所
を
実
際
に
見
学

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
す

地
域
で
ど
ん
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か

を
、
地
元
の
皆
さ
ん
に
自
分
の
目
で
確
か
め

て
も
ら
う
。
そ
う
し
た
体
験
が
安
心
感
に
つ

な
が
り
ま
す
し
、
信
頼
関
係
を
築
く
う
え
で

も
と
て
も
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

開
放
デ
ー
当
日
は
、
構
内
に
ス
テ
ー
ジ
を

設
け
て
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
を
行
っ
た
り
、
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
が
並
ん
だ
り
と
、
毎
年
多
く
の

方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
中
で

も
、
桟
橋
を
開
放
し
て
行
う
釣
り
大
会
は
特

に
人
気
が
高
く
、
定
員
制
で
抽
選
に
な
る
ほ

ど
で
す
。
発
電
に
使
っ
た
蒸
気
の
冷
却
に
使

っ
た
海
水
を
放
水
し
て
い
る
放
水
口
周
辺
で

は
、
海
水
温
が
5
〜
6
度
ほ
ど
高
く
な
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
魚
が
集
ま
り
や
す
い
と
聞
い

て
い
ま
す
。

│
│
地
域
と
の
交
流
を
日
々
深
め
て
い
る
の
で

す
ね
。

辺
見　

約
60
年
の
歴
史
が
あ
る
発
電
所
で
、

こ
れ
ま
で
地
域
の
皆
様
に
受
け
入
れ
て
い
た

だ
い
て
き
ま
し
た
。
新
1
号
機
の
建
設
に
あ

た
っ
て
も
、
大
き
な
問
題
も
な
く
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
地
域
の
方
々
の
ご
理
解

が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
て
発
電
所
を
運
営
で
き
て
い
る
の
も
、
そ

の
積
み
重
ね
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
る
も

の
で
す
の
で
、
今
後
も
良
好
な
関
係
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
村　

そ
う
で
す
ね
。
発
電
所
開
放
デ
ー
も

そ
う
で
す
が
、
運
転
開
始
以
降
、
当
発
電
所

に
は
本
当
に
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
最
新
鋭
の
高
効
率
石
炭
火
力
と

し
て
、
発
電
所
そ
の
も
の
や
Ｐ
Ｒ
施
設
を
通

じ
て
、「
今
の
石
炭
火
力
は
ど
う
い
う
も
の

か
」
を
実
際
に
見
て
い
た
だ
く
場
と
し
て
、

一
定
の
役
割
は
果
た
せ
て
き
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
れ
が
完
成
形
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
変
わ
り
続
け
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
旧
1
・
2
号
機

の
撤
去
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で

生
ま
れ
る
ス
ペ
ー
ス
を
、
次
の
取
り
組
み
に

つ
な
げ
て
い
く
。
そ
う
や
っ
て
、
こ
の
発
電

所
も
ま
た
、
進
化
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
│
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

所長代理の辺見幸一さん


